
 
 
 
 

熊本労働局労働基準部健康安全課 

令和４年 10 月４日実施 

 

＜パトロールの趣旨・目的＞ 

 毎年 10 月１日から７日は、全国労働衛生週間として、事業場における労働衛生意識の高揚を図

るとともに、自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を図るため、様々な取組みを行っております。 

 その一環として、熊本労働局・菊池労働基準監督署は、令和４年 10 月４日、熊本県内企業で労

働衛生の取組みを積極的に行っておられる「東京エレクトロン九州株式会社」に対し合同パトロー

ルを実施しました。  

  

事業場の説明を受ける新田局長・ 

源川健康安全課長・中小原署長（右側） 

パトロールの様子 

 

＜事業場の概要＞ 

事業場名：東京エレクトロン九州株式会社 

住  所：熊本県合志市福原 1-1 

業  種：主に半導体製造装置の製造 

 

 

取り組み事例のなかで好事例をご紹介します。 

 

 

 

導入する化学物質はすべて、ＳＤＳ（安全

データシート）を事前に確認されており、リ

スクアセスメントを実施されています。 

その結果も踏まえ、産業医や安全衛生委員

会の意見を踏まえた低減措置を取り入れる

よう組織的に取り組まれています。 

 

  

 

 

熊本労働局長・菊池労働基準監督署長による 

労働衛生週間パトロールを実施しました 

・見本となる取り組み １ 



 

 

新型コロナウイルスの感染リスクを最

小化するため、これまで様々な対策を講じ

られていましたが、特に、 

・すべての入場者の抗原検査実施 

・シフト勤務・テレワークの推進 

・来訪者との対面時間の制限 

などを徹底して進められており、県内でも

特に厳しい対策を取られていました。特に

抗原検査は事業場で検査スペースとキッ

トを用意され、安心して働けるように整備

されていました。 

 

 

 

労働者の健康管理のための「健康管理

室」を設置されており、産業医、精神科

医、臨床心理士と保健師が連携してサポ

ートする体制を作られていました。 

健康上の懸念がある場合の対策に関

しては、それぞれの不調に応じてあらか

じめ定められているため、スムーズな対

応ができるよう工夫されていました。 

 

 

 

 

 

メンタルヘルス対策としては、

「健康管理室」が職場（上司・同僚）

と早期に連携を図ることとされて

いました。 

特に、全員が理解して取り組むこ

とができるよう、産業医や精神科医

を活用して「セルフケア」・「ライン

ケア」の講習会を実施され、また全

ての社員が受講できるよう、オンラ

インで実施するなど工夫されてい

ました。 

 

 

 

 

 

・見本となる取り組み ２ 

・見本となる取り組み ３ 

・見本となる取り組み ４ 



 

 

クリーンルーム作業には、以前不織布の

作業着を使用されていたところでしたが、

少しでも作業がしやすいよう、伸縮性に富

んだスーツをメーカーと共同開発され、使

用されていました。作業される方にも好評

とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

過重労働防止のため、正確な労働

時間の把握ができるよう工夫され

ていました。 

勤怠システムで各自が労働時間

を入力しますが、社員証のスキャン

時刻とのずれがないかどうかをシ

ステム管理していることや、管理者

がパソコンの使用履歴情報と労働

時間とを突合させてもれがないか

確認する体制をとられていました。 

極端な長時間労働にならないように管理者へ早めの注意喚起メールが行われることも工夫の一

つでした。正確な労働時間の把握と過重労働防止の仕組みを整備されて労働者の健康確保に努めら

れています。 

 

 

＜さいごに＞ 

パトロールでは上記の取り組みが現場に生かされていることを確認しました。 

パトロール後の講評では、局長及び菊池署長から、徹底した感染症対策、労働時間管理の仕組み、

自律的化学物質管理の実践、メンタルヘルス対策などを挙げて、他社の見本となる取り組みが行わ

れていることから、引き続き良好な労働環境の整備に努めていただくようお願いされ、閉会しまし

た。 

 

 

 

・見本となる取り組み ５ 

・見本となる取り組み ６ 

お問い合わせ 

熊本労働局労働基準部健康安全課 

096-355-3186  衛生担当 椎葉 


